
　2月 14日、静岡県住宅振興協議会主
催による講演会が開かれた。JIA静岡が
幹事を務める今年度 2回目となる講演会
はみかんぐみ共同主宰で東北芸術工科大
学教授の竹内昌義氏を講師としてお招き
し、多くの学生を含む多業種の参加者約
80名が集まった。　
　｢SDGs時代のエコハウス｣と題した講
演会はいきなり現在の二酸化炭素排出量
を 80％縮減するのは何年後かという問
いかけから始まった。竹内氏の誘導により、
隣の人と挨拶を交わし、問いかけに対し
ての回答を議論し、意見交換した結果を
皆が発表していく。50年、100年、300年、
無理などと様々な回答だったが、共通し
ていることは皆がその目標が達成できる
ことをイメージできていないことだった。
ちなみにパリ協定で日本は 2050年まで
に二酸化炭素排出量を 80％削減するこ
と目標としている。
　2050年までに目標を達成するには、
現在（2020年）に建てる住宅はカーボ
ンニュートラルハウスでなければならな

い。エネルギーゼロの家をみんなで造り
ましょう。というのがこの講義で竹内氏
が用意したメッセージであった。

　竹内氏は、日本がヨーロッパの国々に
比べて意識が低いこと（日本の達成率は
17.4％）、ドイツはGDPを上げながら
CO2排出量を減らしていること（現在
46％達成）、日本に現在必要なのは森を
中心とした循環であり、そうしていくこと
で外国にお金が流れず豊かになるという
ことなど、分かりやすく順序立てて説明
していくことで、参加者皆の意識を高め
ていった。
　また、日本の人口について 2019年に
1億 3000万人であるのに対し 2050年
には 8500万人になるという人口減少の
予想ができる根拠を示し、今までとは違
う新しい家の建て方をしていかないと仕
事が無くなるという危機感を持たせた。
　その後、実際のエネルギーゼロの家の
実例について紹介いただいた。
　最初に設計したエコハウスは外部サッ
シがベンツを買えるほどのコストがかかっ
てしまった話しや、エアコン 1台だけで
家全体が快適に過ごせるようになるなど
自身の設計の経験を印象的なエピソード
を交えながら説明して下さった。具体的
な設計手法やそれについてのコスト、エ
コハウスを手掛けている工務店さんたち

の成功談などをわかりやすく話すことで、
誰もが今すぐ取り組める特別なものでは
ないことを会場の皆に浸透させていった。
　結論として感じたことは、エコハウス
はお金がかかる。だけど、それだけの価
値があり、快適に過ごせてエネルギーを
消費しないため、最終的にはメリットの
方が多いということ。また、デザインは
好みによって左右されるが断熱は万人に
受け入れられるということだ。
　私が特に興味深かったのは、断熱する
ことによって、デザインの制約を受ける
と思っていたが、家の内部は全体で考え
ることができるため、室同士の間仕切り
方だけで無く、吹き抜けなどの縦の空間
のつながりもフリーとなるということだっ

た。
　講演を聞き終えた時には、一度エネル
ギーゼロの家を設計してみたい、経験し
たいと切実に思える有意義な 1時間半で
した。
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　2019年度 JIA三重会員研修会「第 32
回森羅万象匠塾」を令和 2年 2月7日（金）
三重県総合文化センター小会議室（定員４
2名）にて名古屋大学院特任教授電波天文
学専攻の福井康雄先生を招きし「南天にひ
ろがれ宇宙ロマン」と題して講演会を開催し
ました。
　天文学とは一部のマニアを除いて一般的に
は少なくとも私には身近に感じるものではな
く難解な講演会になるのではと少々不安もあ
りましたが、専門分野に偏らず誰にでもわか
りやすい解説でいつの間にか時間がたつのも
忘れてしまう楽しい講演会となりました。
　今回はフライヤーを作成し知人を通しての
配布、FACEBOOKにて掲示、新聞記事で
の事前告知等を行った結果、会員以外の参
加者も数名参加していただける結果となりま
した。
　ここで福井先生について紹介します。東京
大学理学部を卒業後、理学研究科博士課程
を修了され、名古屋大学理学部の教授を経
て、名古屋大学大学院理学研究科教授とな
られ、現在は名古屋大学大学院特任教授で
あり、理学研究科附属南半球宇宙観測研究
センター長も務められていました。ご専門は
電波天文学であられます。また2007年には
紫綬褒章を受章されるなど素晴らしい経歴を
お持ちです。
　現在では専門の電波天文学より星の起源
を解き明かす研究を進めながら世界各地で
様々な講演をされています。また画家の「西
八郎」を叔父に持ち、時間を見つけては絵

画を描く画家としての面もあるそうです。
　講演の前半は電波望遠鏡の設置について
のいきさつからはじまり、電波天体望遠鏡
施設は当時先進国の集中する北半球にしか
なかったが、福井先生は南半球に天体観測
施設を作ることによって天文学の飛躍的な
解明につながると信じ電波望遠鏡を設置す
ることに至ったのです。
　名古屋大学千種キャンパス内にある電波
望遠鏡を 1996年に空気の澄んだアンデス
山脈のある南米チリに移設しました。移設後
この望遠鏡は「なんてん」と名付けられ数年
で多くの星を発見することにつながりました。
　この命名には南の天体「南天」でもありま
た、「難を転ずる」という願いも込められて
いるそうです。
　天文学の話ばかりではなく海外出張が多
い先生は日本の住空間は海外に比べると明
るすぎる（照度）・浴室の閉鎖性など実体験
をもとに建築に話を振っていただき私的には
なんとも恐縮した気持ちになりました。
　講演後半の内容は少し専門的な分野に入
り、天文マニアらしき参加者からの質疑の
やり取りも熱気あふれるもので内容がわから
ずとも聞き入ってしまう事も多くありました。
　特に印象に残っている内容は地球上にあ
るすべてのもの我々の存在も宇宙のビックバ
ン（大爆発）により生み出された元素から成
り立っているとの事。ビックバンがなければ
この世に我々人類も存在しえなかったこと。
　理解しがたい天体ブラックホールは光をも
吸い込む超重力を持ち、その重力から逃れ
るには光速を超える速度が必要であること。
　星の輝きの大小は地球からの距離の二乗
に反比例すること。等々、非日常な内容に
いつの間にか時間が過ぎました。
　最後に 20分ほど質問の時間をとっていた
だき参加者からの素朴な質問にも回答して
いただきました。

Q：火星での人類移住計画は可能である
か？。
A：可能性はあるかもしれないがおそらく莫
大な費用が掛かり経済的な問題で現実的で
はない仮に移住できたとしても地球ほど可能
性の詰まった素晴らし惑星から脱出する必
要性はないと考える。
Q：Ufoは実存するか。
A：宇宙船が地球に到達するには少なくとも
10万年はかかり距離的にも不可能です。
Q：超光速航法「ワープ」は可能である。
A：あり得ない、そもそも光速よりもはやい
速度はありえない。

　総じて質疑雑談を交えての気さくな講演
会として終えることができました。
　最後になりましたが多忙なスケジュールの
中、今回の講演会をご快諾いただいた福井
康雄先生に深く感謝いたします。
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